	日韓市民でつくる日韓会談文書・全面公開を求める会


外務省は　「１年７ヶ月過ぎても開示しないのは違法、情報公開法の目的・趣旨からも逸脱している」　と指摘された東京地裁の判決に対し、１月８日に控訴しました。
控訴審4月23日(水)10:30～
東京高等裁判所805号法廷（霞ヶ関駅A1出口）
当日、第３次開示文書の不開示部分について、二次訴訟の提訴も行ないます。
報告集会＆記者会見　11:00～12:00
弁護士会館 ５Ｆ　508ABＣ会議室（霞ヶ関駅B1a出口）

· 弁護団から、外務省の控訴理由と原告側の答弁、および二次提訴について説明します。
○　参加された二次訴訟の、原告の方々を紹介します。
韓国在住者　崔　鳳泰　 　ﾁｪ･ﾎﾞﾝﾃ　　（韓日請求権協定文書公開訴訟・担当弁護士）
李　容洙　 　ｲ･ﾖﾝｽ　　　（日本軍「慰安婦」制度被害者）　

李　金珠 　　ｲ･ｸﾑｼﾞｭ　　（アジア・太平洋戦争犠牲者光州遺族会・会長）

　　　　　　呂　運澤　　 ﾖ･ｳﾝﾃｸ　　 （旧日本製鉄裁判・原告）

日本在住者　太田　修 　　ｵｵﾀ ｵｻﾑ　　（佛教大学准教授）

田中　宏 　　ﾀﾅｶ ﾋﾛｼ　　（龍谷大学教授）

西野瑠美子　 ﾆｼﾉ ﾙﾐｺ　　（女たちの戦争と平和資料館・館長）
山田昭次 　　ﾔﾏﾀﾞ ｼｮｳｼﾞ （立教大学名誉教授）
吉澤文寿 　　ﾖｼｻﾞﾜ ﾌﾐﾄｼ （新潟国際情報大学准教授）
李　鶴来　　 ｲ･ﾊﾝﾈ　　　（軍人軍属裁判・原告）
梁  澄子　　 ﾔﾝ･ﾁﾝｼﾞｬ　 （在日の慰安婦裁判を支える会）
